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　　上川地本青年部ニュース





【公務員も民間も


同じ労働者】





２月４～５日は、上川地方本部青年女性春闘討論集会である。


　近年、新規採用職員が増えてきたこともあり、参加者の約半数が１～３年目の採用間もない仲間たちだ。


先月の１月14～15日に札幌市・定山渓で北海道本部青年部春闘討論集会が開催され、101単組総支部334人（うち女性58人）が結集した。


　集会では、なぜ自治体労働者が春闘をたたかうのかを全体で確認してきた。私たちの公務員賃金が引下げとなれば民間賃金に影響を与え、その結果、人事院勧告でさらに影響が及んでくる。また、私たちの賃金は、地場賃金としても見られ、地域の働く仲間にも振りかかってしまう。この間、「民間よりまだマシ」といった声も多く出されてきたが、公務員も民間も同じ働く仲間であり、『労働者』である。


　今の社会は、大企業の金アマリと労働者の生活破壊といった歪んだ状況で、長引くデフレ不況から脱却するためにも、賃金要求が必要だ。





【賃金要求額を


訴えよう！】





中部ブロック協議会赤旗学習会に参加した採用間もない仲間からは「趣味にお金を費やしたい」「賃金が減ると仕事のモチベーションが下がる」といった不満の声が出ている。こうした仲間の生活実態の声を積み重ね、赤手帳付けなどから根拠付けを行い、具体的に賃金要求額を訴えよう！





【労使の力関係


で決まる】　





　2013年には、これまでの賃金決定システムが大きく変わる。人事院勧告制度がなくなり、自律的労使関係制度が始まる。あらためて私たちの賃金・労働条件は『労使の力関係で決まる』ことを再認識し、一人ひとりがたたかう勇気を持って、要求していくことが重要だ。





2012年度自治労北海道本部


青年部政治集会


１．日時　２月２５日（土）～２６日（日）


２．場所　札幌市・北海道自治労会館


講演　社会保障と税の一体改革（仮称）」　　


講師　内閣官房社会保障改革担当室参事官


自治労本部社会保障局長　平川　則男　氏


≪政治に関心をもち、めざすべき社会を


考え、自ら行動していこう！！≫











▲生活実態を声に出し合う


仲間たち





【地方公務員法第24条】


職員の給与は、生計費並びに国及び他の地方公共団体の職員並びに民間事業者の従事者の給与その他の事情を考慮して定めなければならない。





【賃金の構成４要素】


生理的な生活費 ～ 衣食住などに要する経費（衣料費・食費・家賃・高熱水費）





文化的な生活費 ～ 趣味、旅行、スポーツ、娯楽など、文化を享受するための費用。





家族の生活費 ～ 次代の労働力の育成。家族が生活するために必要な経費（教育費・保険費）





育成費 ～ 仕事に必要な技能・知識を習得するための経費（学習に要する教材費など）











▲北海道本部青年部春闘討論集会の様子





２０１２　国民春闘スタート！労働者が一体となってたたかうとき！！


『総労働　ＶＳ　総資本』





中部


ＢＬ





▲思いを共有し、全員で記念撮影





▲春闘勝利にむけ檄布に書き込む





１月27日旭川市で中部ブロック協議会赤旗学習会が開催され、８単組31人（うち女性９人）が結集した。


赤旗学習会では、道本部の当面する闘争方針や地本の統一行動になぜ取り組んでいくのか、目的を全体で確認し、分散会を行った。


分散会では、ブロック幹事が座長となり、初めての体験でありながら、大いに賑わいを見せた。仲間同士で率直に本音を話すことや仲間づくりの『楽しさ』を学べる学習会であった。





いよいよ春闘が始まった。11確定期での総括を踏まえ、春闘をたたかっていくことが重要だ。まずは、今春闘期、仲間との生活実態討論から思いを共有しよう。日頃から思っていることを声に出し、自分の理想と現実のギャップを埋めるために運動を追及していかなければならない。


当面する闘争方針や統一行動を行うことが目的ではなく、仲間が思っている不安や不満があって、解決していくために要求することを全体で確認しよう。方針や統一行動は、要求するのにどうすればいいのか、どうやって要求や意思を固めていくのか運動をすすめていくための手法である。


大切なのは、仲間の声や思いを土台に「ゆずれない要求」を確立していくことだ！























【デフレ不況】


　不況とはモノが売れない状態。


あるいは、より低価格のモノしか売れない状態だ（供給過剰・需要不足）。企業は激しく価格破壊競争を繰り返し→人件費抑制→労働者の消費能力の低下→さらにモノが売れない状態→企業はさらなる価格破壊へ走る、という悪循環が起きている。





【ピースカンパ】


自治労道本部青年部の平和運動の取り組みのひとつであり、歴史に学ぶ目的の訪中団「侵略を記憶し語り継ぐ平和の旅」「自治労青年女性オキナワ平和の旅」への派遣カンパ。





学ぶことは、


大切です！！














■２０１２「自治労北海道青年部統一要求書」行動


・当面闘について議論し、情勢認識を一致させ、目的や意義を確認します。


・生活職場実態点検手帳や職場レポートを活用した実態討論から、要求書を作成します。


・基本組織に青年部で議論した意見、要求を反映していきます。基本組織との連携を密にし、基本組織の交渉に青年部役員も参加していきます。


・青年部独自で要求書を提出し、当局からの文書回答を求めます。


・青年部独自での交渉を行います。





■団結小旗』行動


・「ゆずれない要求」を勝ち取るためには、「役員任せ・基本組織任せ」にすることなく、組織全体でたたかっていくことが重要。一人ひとりが春闘をたたかう決意をかため、大衆的な運動を再構築していくため、『団結小旗』行動を展開します。








